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履歴と志望動機

2019-2021 名工大修士課程
人工光合成研究

2021- 名工大博士課程
人工光合成継続

2017 大卒、来日
半導体知識を学ぶため

2017-2018 日本語学校
日本語を強化する

2018-2019 名工大研究生
院試準備

日本の半導体産業は世界中で有名であると知っ
ている。

日常生活や人とのコミュニケーションなどで日
本語の活用はより重要だ。

院試に受かるために、教科書を復習したり、過
去問題集を繰り返してやったりし、必死に頑

張っていた。

はじめて人工光合成実験を見て深く興味になり、
光と半導体を用いて水分解できることが極めて

魅力的な現象だと思う。

この分野で活躍できる科学者になるため、これ
から一生でずっと研究したい。

Please remember：
興味のあることをや
るのは幸せなことだ!

研究紹介
・人工光合成：
光合成を人為的に行う技術。自然界での

光合成は、水・二酸化炭素と、太陽光など
の光エネルギーから化学エネルギーとして
炭水化物などを合成するものであるが、広
義の人工光合成には太陽電池を含むことが
ある。実験室環境での光合成の例。水に浸
された触媒が、小さな容器に容れられ、太
陽光を模した光に照らされる。見られる泡
は酸素と水素である。
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タンデム構造：
2H2O → O2 + 2H2

博士日常生活

・キャリアライフタイム：
熱平衡状態の半導体は外部からの作用を

受けると、過剰キャリアを作り非平衡状態
になる。その半導体に外部からの作用が無
くなると、時間とともに熱平衡状態に戻ろ
うとして過剰キャリアは再結合によって消
滅していく。過剰キャリアの 内、多数
キャリアは緩和時間程度の早さで平衡状態
になる。少数キャリアは消滅するまでの時
間は比較的長く、再結合するまでの平均時
間をライフタイムという。

研究

自由
時間

通学

研究について：
勉強：
・学術論文を調べて読む
・オンライン授業を受ける

実験：
・ゼミの資料準備
・実験計画と実施
・データ処理、解析、報告

通学について：
・主に自転車 (運動としても)

自由時間について：
運動：
・主にバスケットボール (週一回)
・たまにジョギング、筋トレ

娯楽：
・音楽を聴く
・ドラマを見る
・旅行へ行く
・ショッピング

結語

博士生活は社会生活よりきつくないし、本当に充実で、楽しいと思う。まず、博士生活では、自分で時間管理ができるようになり、もっと自律になる。そして、専門的な
問題解決能力も向上するし、専門知識を活かし、達成感を得ることができる。最後に、この博士生活の経歴で、学生から科学者まで成長し、科学界へ卓越な貢献をしよう。


